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鶴形地区では、住

民が主体になって平

成16年７月、「鶴形

地域まちづくり協議

会」を結成。これま

で、地域の子どもか

らお年寄りまで参加

できる地域イベントを通じた世代間交流や特産

の鶴形そばを生かした地域づくりの研究などさ

まざまな活動を行っています。

鶴形地域まちづくり協議会では、外から見た

視点をまちづくりに生かそうと、能代ＰＲ大使

である旅行ライターの三堀裕雄さんを招待し、

昼は地域の人が鶴形を案内、夜は公民館で講演

会を行いました。

講演会では、「まちづくりには、地域を良く

したいという気持ちが欠かせない」としたうえ

で、「毎年一つの目標を決め少しずつでも取り

組んでいくこと、それにより10年後には大き

な成果につながっていく」と述べました。そし

て「鶴形・常盤を結んでいた渡し船を復活させ、

子どもたちに経験させる」など実際、鶴形を歩

いて気がついた点をアドバイスとして紹介しま

した。

講演会後は、みんな

で郷土料理を囲んで、

今後のまちづくり談議

に花を咲かせました。

18年３月、二ツ井町との合併に向け、それぞれの歴史、

文化、行事、市民活動、まちづくりなどを紹介するコーナ

ーを設けることにしました。お互いの住民同士の考えや目

指すものを知り、理解や共感を一層深めていきたいと思い

ます。月１回のペースで二ツ井町を紹介していきます。

第１回「美しい環境を守るために」二ツ井町の住民活動

二ツ井町は「みどりのフロンティア」をまちづくりの基

本理念とし、事業全般に環境重視を取り入れた、町独自の

「環境管理システム」を実施しています。特色ある事業と

して、個人宅への浄化槽の設置を町として行っているほか

自転車を利用したまちづくりなどを行っています。

また、天ぷら油の回収には婦人会が深くかかわるなど、

美しい環境を守るため住民が先進的に取り組んでいます。

二ツ井町連合婦人会石井会長からお

話を伺いました。最初、婦人会の活動

は、使用済みの天ぷら油を再利用する

せっけんづくりから始まりました。新

しく生まれ変わったせっけんは、ズッ

クやユニホームが真っ白になるなど好

評です。

現在は町からの協力依頼で、婦人会が中心となり、ディ

ーゼル車用燃料として活用するための回収活動も行ってい

ます。使用済み天ぷら油の再利用は、二酸化炭素などの排

出が少ない環境にやさしい燃料の確保、廃油ごみの減量、

河川の水質汚濁防止につながっています。使用済み天ぷら

油の回収は、新たな燃料使用としての動きにも結びつき、

できれば能代にも広がってほしいと思います。

美しい自然を次世代に引き継いでいくためにも、合併を

機に新「能代市」全体で環境を守っていくことができたら

いいと思います。

鶴形のまちづくりから

旅行ライターのアドバイスをまちづくりの参考に


